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） 『丸山眞男集』第三巻（岩波書店、平成 年）、137頁。
） Hans-Ulrich Wehler (Hrsg.), Deutsche Historiker, 9 Bde., Göttingen, 1971‒1982.
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→「君主制」〈S. 153, 164 usw.: Monarchie〉、⑾「ミエロスラウスキー」「ラヨス」
（112頁）→「ミエロスワフスキ」「ラヨシュ」〈S. 166: 不正確な波語・洪語
発音〉、⑿「ミクエル」（118頁）→「ミーケル」〈S. 174: エミグレ家名〉、⒀
「Nationalitäten Politik」（119頁）→「Nationalitätenpolitik」〈S. 174: 転記ミス〉、
⒁「Politisch Vermächtnis」（129頁）→「Politisch es Vermächtnis」〈S. 188: 格変
化ミス〉、⒂「ポール・ド・ラガール」（140頁）→「パウル・ド・ラガルド」
〈S. 204: 発音ミス〉、⒃「Deuts- che」（140頁）→「Deut- sche」（S. 204: 分綴法
ミス、同じ問題が他所でも）、⒄「統合的ナショナリズム」（140頁）→「徹底















フ」〈S. 352: Michail〉、31「ウルプリヒト」（243頁）→「ウルブリヒト」〈S. 358: 
不正確な独語発音〉、32「ドーナニュイ」（254頁）→「ドホナーニ」（S. 373: 
不正確な洪語発音）、33「一緒のものはいまともに成長するのだ」（258頁）
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